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すももフェスタ '19
開催

　

6
月
16
日
（
日
）、
大
和
ま
ほ
ろ
ば
館
に
て
、「
す
も
も

フ
ェ
ス
タ
19
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
台
風
が
襲

来
し
中
止
と
な
り
2
年
ぶ
り
3
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
天
気
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
来
場
者
は
前
回
を
大

き
く
上
回
り
、
お
よ
そ
７
０
０
名
が
村
内
外
か
ら
訪
れ
ま

し
た
。

　

今
年
の
す
も
も
は
、
昨
年
の
度
重
な
る
台
風
の
影
響
等

で
過
去
最
低
の
収
穫
量
と
な
り
、
約
10
ト
ン
が
村
の
選
果

場
か
ら
出
荷
。
不
作
な
が
ら
も
味
は
良
好
。
内
地
に
い
る

親
戚
や
知
人
に
送
り
た
い
と
、
1
0
0
名
以
上
が
開
会
１

時
間
前
か
ら
列
を
作
り
、
用
意
し
た
4
0
0
キ
ロ
の
す
も

も
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
完
売
し
ま
し
た
。
ま
た
「
果
樹

の
村 

大
和
村
」
を
P
R
す
る
A
m
a 

Y
a
m
a
果
実
（
あ

ま
や
ま
か
じ
つ
）
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
付
け
た
す
も
も
が
初

め
て
販
売
さ
れ
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
り
ま
し

た
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
は
、
大
和
村
が
生
産
量
日
本
一
を
誇
る
ガ

ラ
リ
種
の
す
も
も
を
P
R
す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち

に
、
農
業
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
い
う
意
図
も
。

す
も
も
を
使
っ
た
ふ
く
ら
か
ん
作
り
体
験
や
、
ト
ラ
ク
タ

ー
の
乗
車
体
験
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
苗
の
植
え
付
け
体
験

な
ど
も
併
せ
て
行
わ
れ
、
子
ど
も
連
れ
の
来
場
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
す
も
も
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
や
ド
リ
ン
ク
、

す
も
も
入
り
カ
レ
ー
等
の
す
も
も
商
品
な
ど
の
出
店
の
ほ

か
、エ
イ
サ
ー
や
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
、音
楽
ス
テ
ー
ジ
も
あ
り
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ご
来
場
の
皆
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
ま
し
た
。

①一番にすももを手にして笑顔のご家族　②すももソフトクリームをぱくり　③奄美市から自転車でご来場　
④生活研究グループによる「ふくらかん」作り体験　⑤お菓子作りグループ「やまとや」によるすもものチェ
ー（ベトナム風ぜんざい）とすももゼリー　⑤トゥクトゥク乗車体験　⑥すももを求めて長蛇の列　⑦カンパ
チ解体ショーと刺身のふるまいも　⑧ショベルカーとトラクター乗車体験も大人気　⑨奄美うるまエイサーの
みなさんの迫力ある演舞　⑩あでやかなベリーダンサーのみなさん　⑪病害虫の写真を使ったストラックアウ
トも白熱

① ②

③ ④ ⑤

⑤ ⑥

⑦ ⑧

⑨ ⑪⑩
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収
穫
は
昨
年
の
2
割
弱

　

大
和
村
の
初
夏
の
味
覚
と
い
え
ば
「
す
も
も
」
で
す
が
、
昨
年
の
台
風
の
影
響

と
、
暖
冬
に
よ
り
樹
勢
が
弱
ま
り
実
の
つ
き
が
悪
く
、
今
期
の
収
穫
量
は
記
録
的

に
少
な
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
J
A
あ
ま
み
に
よ
る
令
和
元
年
度
の
共
販
計
画

で
は
、
取
扱
量
は
昨
年
の
実
績
55
ト
ン
を
大
き
く
下
回
る
7
.
3
ト
ン
、
販
売
額

2
9
2
万
円
。
し
か
し
、
出
荷
量
が
順
調
に
推
移
し
た
た
め
20
ト
ン
に
上
方
修
正

さ
れ
ま
し
た
。
大
和
村
で
は
取
扱
量
５
．
５
ト
ン
、
販
売
額
2
2
0
万
円
を
見

込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
湯
湾
釜
選
果
場
に
お
い
て
、
6
月
１
日
か
ら
18
日
ま
で
の

期
間
に
出
荷
さ
れ
た
す
も
も
は
お
よ
そ
9
.
9
ト
ン
、
販
売
実
績
は
5
2
3
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

出
発
式

　

6
月
9
日
、
湯
湾
釜
選
果
場
で
出
発
式
が
開
催
さ
れ
、
大
和
村
産
す
も
も
が
全

国
へ
と
旅
立
ち
ま
し
た
。
出
発
式
で
は
、大
和
村
果
樹
振
興
会
の
蔵
正
会
長
が
「
か

ご
し
ま
農
林
水
産
物
認
証
（
K
ー
G
A
P
）
を
5
年
連
続
で
取
得
し
て
い
る
。
す

も
も
の
生
産
地
大
和
村
が
復
活
す
る
よ
う
、
め
げ
ず
に
結
束
を
強
め
た
い
」
と
述

べ
、
関
係
者
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
配
送
車
を
送
り
出
し
ま
し
た
。
全
体

的
に
小
玉
傾
向
だ
っ
た
も
の
の
、
味
は
上
々
。
各
地
の
す
も
も
フ
ァ
ン
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
期
の
出
荷
量
は
昨
年
の
5
分
の
１
程
と
、
天
候
に
左
右
さ
れ
た
本
年
度
の
す

も
も
で
し
た
が
、
来
年
へ
期
待
し
、
適
切
に
管
理
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
村
で
は
、

生
産
農
家
の
皆
さ
ん
の
支
援
の
た
め
、
引
き
続
き
肥
料
助
成
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
の
で
、
大
和
村
の
す
も
も
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

県
知
事
贈
呈

　

6
月
7
日
、
伊
集
院
村
長
が
鹿
児
島
県
庁
を
訪
れ
三
反
園
訓
知
事
に
、
大
和
村

産
す
も
も
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
伊
集
院
村
長
は
「
す
も
も
の
生
産
量
が
落
ち
込
む

厳
し
い
状
況
の
中
で
、
知
事
に
食
べ
て
い
た
だ
い
て
農
家
の
皆
さ
ん
を
元
気
づ
け

た
い
」と
、３
L
の
大
玉
の
す
も
も
を
知
事
に
手
渡
し
ま
し
た
。
試
食
し
た
知
事
は
、

「
す
も
も
ら
し
い
酸
味
と
香
り
が
あ
り
、
さ
す
が
大
和
村
ブ
ラ
ン
ド
」
と
評
し
ま

し
た
。

記録的不作ながらも

目標上回る

この写真と右ページ上写真は同じ日に別の方

の畑で撮影したものです。色づきはじめたた

実がある畑もあれば、まだまだ青いものばか

りの畑、実がほとんどついていない畑すらあ

りました。農作物は天候に影響を受けるのは

避けられないことですが、不作の知らせに胸

が痛みました。来年は今年の分までどの畑で

も大豊作になることを祈っています。

県知事に贈呈した大玉すもも。今期は A 品の３L サ
イズは全体の 6％、４L は 1％未満でした。

「美味しい」と召しあがっていただきました。

肥料 農協肥料 1 袋につき 500 円を助成。今年
度から作付け面積に応じて 40 袋まで。

フレコン堆肥 1 袋につき 2000 円を助成。10 袋まで。

野菜種子等 野菜種子 10 袋まで半額助成。農協じゃが
いも種 10k ｇまで半額助成。

農業生産振興
70 歳以上の高齢農家を対象に、農作業等
の作業料金、農業機械使用料を半額助成。
助成限度額 2 万円。

農業用資材 農業生産に係わる資材の購入費用を半額
助成。助成限度額 2 万円。

ハウス施設 ハウス 1 棟の資材経費を半額助成。助成
限度額 50 万円。

果樹苗木
すもも・たんかん・津之輝・マンゴー・
パッションフルーツ・防風林苗木の購入
につき半額助成。助成限度額 3 万円。

農業関係の助成制度にはこんなものがあります！

詳しくは産業振興課までお問合せください。
電話 ０９９７（５７）２１５３
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区分 乗降地域 運賃

大和村内 一律100円

奄美市内⇔国直～大和浜 700円

奄美市内⇔大棚～大金久 1,000円

奄美市内⇔戸円～今里 1,200円

大和村内 一律100円

奄美市内⇔国直～大和浜 300円

奄美市内⇔大棚～大金久 400円

奄美市内⇔戸円～今里 500円

大和村内 無料

奄美市内⇔大和村内 一律500円

大和村内 無料

奄美市内⇔大和村内 一律200円

大和村内 無料

奄美市内⇔大和村内 一律200円

大和村内 無料

奄美市内⇔大和村内 無料

奄美市内⇔国直～大和浜 3,000円

奄美市内⇔大棚～大金久 4,000円

奄美市内⇔戸円～今里 5,000円

大和村民向け運賃
　※ご利用には，村民パスポートが必要となります。

一般

小中学生
※小学生未満は無料

65歳以上

身体障害者手帳所者
※身障者手帳の提示が必要

運転免許自主返納者
※自主返納カード又は運転経
歴証明書の提示が必要

高校生

定期券（1ヶ月）

運賃が有料になりました！

大和村　⇒　奄美市名瀬行き
停留所 停留所
今里 今里

志戸勘 志戸勘

名音 名音

大和の園 大和の園

戸円 戸円

大金久 大金久

大棚 大棚

大和浜 大和浜

思勝 思勝

津名久 津名久

湯湾釜 湯湾釜

国直 国直

根瀬部 根瀬部

知名瀬 知名瀬

小宿トンネル前 小宿トンネル前

中央病院前 中央病院前

ウエストコート前
※空港線乗継

ウエストコート前
※空港線乗継

名瀬郵便局前 名瀬郵便局前

大島高校前 大島高校前

奄美小前 奄美小前

県病院前 県病院前

平　　　日 土日祝祭日

大
和
村
内

奄
美
市
内

※
市
内
か
ら
の

乗
車
不
可

大
和
村
内

奄
美
市
内

※
市
内
か
ら
の

　
乗
車
不
可

奄美市名瀬　⇒　大和村行き
停留所 停留所
県病院前 県病院前

奄美小前 奄美小前

大島高校前 大島高校前

名瀬郵便局前 名瀬郵便局前

ウエストコート前
※空港線乗継

ウエストコート前
※空港線乗継

中央病院前 中央病院前
小宿トンネル前 小宿トンネル前

知名瀬 知名瀬
根瀬部 根瀬部

国直 国直

湯湾釜 湯湾釜

津名久 津名久

思勝 思勝

大和浜 大和浜

大棚 大棚

大金久 大金久

戸円 戸円

大和の園 大和の園

名音 名音

志戸勘 志戸勘

今里 今里

平　　　日 土日祝祭日

大
和
村
内

大
和
村
内

奄
美
市
内

※
大
和
村
内
で

降
り
る
方
の
み

乗
車
可
能

奄
美
市
内

※
大
和
村
内
で

降
り
る
方
の
み

乗
車
可
能

「しまバス」の路線廃止により、平成 31 年 4 月 6 日から運行を開始しました大和村直行バスは、
これまで無料で運行していましたが、令和元年 7 月 1 日から運賃が有料になりました。

大和村⇒奄美市行きの場合…奄美市内のバス停留所から乗車することはできません。

　　　　　　　　　　　　　大和村内のみ乗車できます。奄美市内では降車のみ可能です。

奄美市⇒大和村行きの場合…奄美市内のバス停留所で降車することはできません。

　　　　　　　　　　　　　大和村内のみ降車できます。奄美市内では乗車のみ可能です。

ご注意ください！ 奄美市内での乗降はできません。

時刻表

乗車の際には、村民パスポート券等を運転手に見せて、下りる停留所を
伝えてください。
車内には両替機がありません。釣銭のでないよう運賃をご用意ください。
村民パスポート券・定期券の発行は企画観光課にお申し込みください。

お問合先　大和村企画観光課　電話 0997-57-2117

大和村外にお住まいの方は、運賃が異なります。
詳しくは大和村ホームページをご覧ください。

一般用パスポート券

65 歳以上用
パスポート券

高校生通学用パスポート券 定期券

鹿児島県

障害者手帳

運転免許自主返納カード

運転経歴証明書

身体障害者手帳身障者手帳保持者用
パスポート券

＋

免許返納者用
パスポート券

＋ または
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シマの 題話 シマの 題話

　

６
月
29
日
、
国
直
ウ
ミ
ガ
メ
公
園
でKuninao

夕
焼
け
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
（
同
実
行
委
員
会

主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
村
内
外
か
ら
多
く
の
人
が

訪
れ
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
名
の
変
更
を
経
て
今
回

が
７
回
目
。
実
行
委
員
会
が
設
営
し
た
流
木
を
使

っ
た
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
落
語
や
地
元
ミ
ュ
ー
ジ
シ

ャ
ン
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
の
シ
ー
ガ
ン
山
下
さ

ん
や
榊
義
弘
さ
ん
な
ど
約
10
組
も
の
出
演
が
あ

り
、
来
場
者
は
海
辺
で
音
楽
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
、
主
に
村
内
の
事
業
者
に
よ
る
飲
食

ブ
ー
ス
で
食
事
し
た
り
、
海
で
遊
ん
だ
り
す
る
家

族
連
れ
の
姿
も
あ
り
、
国
直
で
過
ご
す
時
間
を
満

喫
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

国直で音楽を楽しむ一日

光できらめくフラワーアート体験
大和村地域女性連絡協議会の研修

　

６
月
７
日
、
今
里
在
住
の
シ
ョ
ー
ス
タ
ク
幸
子

さ
ん
が
、
名
音
保
育
所
に
英
語
の
図
書
８
冊
を
寄

贈
し
ま
し
た
。
幸
子
さ
ん
が
、
知
人
ら
に
不
要
と

な
っ
た
洋
書
の
寄
付
を
募
り
集
め
た
図
書
の
う

ち
、子
ど
も
向
け
を
選
び
寄
贈
。
幸
子
さ
ん
は
「
保

育
所
生
に
と
っ
て
こ
の
本
が
英
語
に
触
れ
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
。
今
後
も
寄
贈
を
続
け

て
い
き
た
い
。」
と
語
り
ま
し
た
。　

奄
美
市
街

地
で
夫
婦
が
営
む
英
会
話
教
室
に
お
い
て
寄
付
で

集
っ
た
図
書
を
展
示
し
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
「Am

am
i Little Library

（
奄
美
の
小

さ
な
図
書
館
）」
を
設
け
る
活
動
も
進
め
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。

保育所に洋書を寄贈

　

６
月
９
日
、
大
和
村
防
災
セ
ン
タ
ー
に
て
、
大
和
村
地
域
女
性
連
絡
協
議

会
（
会
長 

中
井 

真
弓
さ
ん
）
主
催
の
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
づ
く
り
研
修
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
大
和
村
地
女
連
は
、
現
在
、
津
名
久
、
思
勝
、
大
和
浜
、
大
棚

婦
人
会
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。
交
通
安
全
運
動
や
、
大
和
の
園
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
ホ
ウ
酸
団
子
づ
く
り
な
ど
、
会
員
ひ
と
り
ひ
と
り
が
で
き
る

こ
と
を
実
践
し
、
地
域
を
支
え
て
い
ま
す
。
今
回
の
研
修
は
、
初
の
こ
こ
ろ

み
で
、
地
女
連
の
活
動
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
、
会
員
同
士
の
つ
な
が
り

を
つ
く
り
活
動
の
活
性
化
を
目
指
す
目
的
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
午

前
午
後
の
2
回
研
修
が
開
始
さ
れ
、
お
よ
そ
50
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
と
は
、
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
の
花
材
を
瓶
に
つ
め
て
、

保
存
用
の
オ
イ
ル
に
つ
け
込
ん
だ
も
の
で
、
イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て
楽
し
ま
れ

て
い
ま
す
。
参
加
者
は
、
講
師
の
指
導
の
も
と
、
好
き
な
花
材
を
選
び
、
花

材
の
配
置
な
ど
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
思
い
思
い
の
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
を

作
り
ま
し
た
。
保
存
用
オ
イ
ル
を
入
れ
る
と
花
材
が
透
き
通
り
、
印
象
が
変

わ
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
驚
き
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。　

　

平
成
23
年
に
村
内
5
つ
の
中
学
校
が
統
合
さ
れ

て
以
来
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
、
大
棚
校
特
別

教
室
校
舎
が
、
老
朽
化
の
た
め
取
り
壊
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
校
舎
は
昭
和
53
年
完
成
で
築

41
年
が
経
過
し
て
お
り
、
外
壁
の
崩
壊
な
ど
危
険

な
状
態
で
し
た
。

　

こ
の
校
舎
は
音
楽
室
や
技
術
室
な
ど
が
あ
り
、

「
子
ど
も
会
で
の
肝
試
し
や
、
柔
道
場
で
の
百
人

一
首
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
保
存
し
た
思
い
出
が

あ
る
場
所
。
寂
し
い
が
、
あ
り
が
と
う
と
い
う
気

持
ち
だ
。」
と
卒
業
生
か
ら
の
声
も
聞
か
れ
ま
し

た
。
夏
休
み
期
間
中
に
解
体
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

大棚中学校校舎　取り壊しへ
　

7
月
27
日
に
あ
ま
み
農
業
協
同
組
合
大
和
事
業

所
が
経
営
合
理
化
の
一
環
と
し
て
廃
止
さ
れ
る
の

に
伴
い
、
業
務
の
一
部
を
合
同
会
社
ひ
ら
と
み
が

引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
肥
料
や
農
薬
等

の
購
買
事
業
は
あ
ま
み
農
協
か
ら
ひ
ら
と
み
に
変

更
と
な
り
ま
す
。
そ
の
他
、
信
用
（
金
融
）
事
業
、

共
済
（
保
険
）
事
業
、
経
済
事
業
（
営
農
販
売
）

に
つ
い
て
は
、
あ
ま
み
農
協
小
浜
事
務
所
が
引
き

継
ぎ
ま
す
。
ひ
ら
と
み
に
よ
る
事
業
開
始
は
、
8

月
5
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
場
所
は
こ
れ
ま
で

通
り
で
、
営
業
時
間
は
午
前
8
時
半
か
ら
午
後
5

時
15
分
ま
で
。
併
せ
て
産
業
振
興
課
も
振
興
セ
ン

タ
ー
1
階
（
旧
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
所
）
に
移

転
し
ま
し
た
。

あまみ農協大和事業所から「ひらとみ」へ

　

６
月
30
日
、
村
民
の
融
和
と
健
康
づ
く
り
を
図

る
大
和
村
体
育
協
会
主
催
の
第
５
回
大
和
村
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
奄
美
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
集
落
か
ら
17
チ
ー
ム

85
名
が
参
加
し
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
、
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

【
団
体
１
位
】 

大
棚
Ｂ

【
個
人
１
位 

男
子
】
森 

貞
義

【
個
人
1
位 

女
子
】
福
本 

美
紀
子

【
最
高
齢
出
場
賞 

男
子
】 

仲
新
城 

長
章
（
93
歳
）

【
最
高
齢
出
場
賞 

女
子
】 

伊
集
院 

京
子
（
88
歳
）

【
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
】 

中
井
和
代
、
泉
有
智
、

　
　
　
　
　
　
　
　

 　

福
本
萬
上　

元気はつらつ！ グラウンドゴルフ大会
　

７
月
６
日
、
大
和
村
立
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

大
和
の
園
に
お
い
て
、
入
所
者
と
家
族
が
共
に
楽

し
む
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く
の

雨
模
様
で
屋
外
か
ら
室
内
で
の
開
催
へ
と
変
更
と

な
り
ま
し
た
が
、
会
場
に
は
入
所
者
お
よ
そ
30
名

と
そ
の
家
族
が
集
ま
り
ま
し
た
。
職
員
が
婦
人
会

員
等
協
力
を
得
て
、
焼
き
そ
ば
、
お
に
ぎ
り
、
か

き
氷
な
ど
を
販
売
。
ま
た
、
名
音
保
育
所
の
園
児

の
ダ
ン
ス
、
日
本
舞
踊
や
職
員
に
よ
る
余
興
が
披

露
さ
れ
、
会
場
は
大
盛
り
上
が
り
。
特
に
、
女
装

し
た
男
性
職
員
３
名
が
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
の
演
目
で

ピ
ン
ク
・
レ
デ
ィ
ー
の
「
渚
の
シ
ン
ド
バ
ッ
ト
」

を
踊
り
は
じ
め
る
と
、
会
場
に
大
き
な
拍
手
と
笑

い
が
わ
き
起
こ
り
ま
し
た
。

大和の園で夏祭り

【お問合せ先】　

合同会社ひらとみ　
電話０９９７（５７）２６００

産業振興課　
電話０９９７（５７）２１５３
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　7 月から復職し、企画観光課に配属になりました。これから広報係も兼
任する予定です。任期はあと 1 年なので、大和村が大和村らしく飛躍して
いけるように少しでもお手伝いできればと思っています。

　さて、大和村初の観光組織となる「大和村集落まるごと体験協議会」が
発足されて、2 ヶ月が経ちました。私は事務局メンバーとして、現在は村
内全域のアクティビティを紹介するパンフレットや、NPO 法人 TAMASU
のホームページを大和村集落まるごと体験協議会として再オープンする準
備をしています。

　ところで、みなさんは大和村の観光が今後どうなって欲しいと思います
か？　大和村の観光事業者さんにアンケートをとったところ、「情報や PR
の充実」「飲食店の増加」「大和村の自然や伝統を活かす」などの期待があ
り、さらに第二の故郷と思ってくれるリピーターや、村民はもちろん島内
外、出身者から愛される場所になりたいという声がありました。

　観光地である奄美大島において、大和村はまだ観光客が少ない場所です。
しかしその分、これから自分たちでイメージを作り上げ、来て欲しい人た
ちに向けてポイントで PR できると思っています。　

奄美・屋久島まち歩き連絡協議会の研修に参加
しました。村内でも集落歩きを広めたいです。

名音の納涼祭に参加しました。青壮年団に活気
があって、こういった集落活動も素晴らしい地
域資源だと思います。

大和村の観光の行方は？

ワンダー奄美

地域おこし協力隊　小海もも子の

Wonder Amami 第 18回

　合同会社ひらとみの久保和也です。私は今、大和村の農林漁業の 6 次産業化に力を
入れています。6 次産業化とは、農林漁業者が主体となって、自ら生産した物を活用
した新商品を開発して、既存の販売ルートだけではなく、新たな販路を開拓して販売
していく取り組みのことですが、大和村には、この 6 次産業化を実現できる環境が揃
っていると感じています。

　昔ながらの貴重で多様な郷土料理や、生産者の方々が自ら作った野菜などを家庭で
工夫を凝らして様々な食品に変えていく知恵、そして島外に暮らす大和村出身の人た
ちとの強い絆は、６次産業化を実現する上で大切な要素であると考えます。まずは将
来の大和村の特産品となるような、新商品の開発を進めてまいりますので、また皆様
から勉強させて頂ければと思います。よろしくお願い致します。

大和村で 6次産業化は実現できるかワキャシマの
マンディ

世界自
然遺産

をめざ
す

いきむん 　みなさんは、季節のうつろいをどういうときに感じるでしょ
うか。風、気温、湿度、天候などさまざまありますが、私はや
はり花の匂いや山の景色、鳥の声やその姿など、生きものによ
って季節のうつろいを感じることが多いです。
　植物では赤紫色のノボタンに夏を感じます。動物では、リュ
ウキュウアカショウビンや、リュウキュウアブラゼミ、クロイ
ワツクツクなどのセミでしょうか。５～６月頃に聞こえはじめ
るアカショウビンの鳴き声や、その赤い姿も太陽のようで、あ
ぁ夏がきた～と感じます。「アカショウビンが鳴くとウミガメ
が上がる」とも言われ、奄美に夏を連れてくる鳥です。また大
合唱をするセミの声は、盛夏の雰囲気を大いに盛り上げ……暑
さをしみじみと感じさせます。
　９月に入ると少しずつ気候の変化であったり生きものたちの
移動であったりと、季節は秋へと移ります。アカショウビンの
声やセミの大合唱も、もう少しで聞こえなくなります。季節の
うつろいを、動植物を通して、目や耳で感じてみてはいかがで
しょう。

Vol. 25

文／小川 信

文／奄美自然体験活動推進協議会　吉田明美

季節のうつろい
第 14回

子宮頸がん検診について
　先月に引き続いて、婦人科検診についてお話しします。子宮頸がん検診は、進
行がんを防ぎ死亡を減らす効果が証明されています。欧米での受診率は高く、例
えばアメリカでは、18 歳以上の女性の 80％以上が、過去 3 年以内に 1 回以上検
診を受けています（2002 年）。一方、日本では過去 1 年以内に検診を受けた女性は、
25％程度にとどまっています。

　子宮頸がんは 20 歳代の若年層で急激にふえています。子宮
頸がんは、粘膜表面にとどまる上皮内がんと、粘膜より深く広
がる浸潤がんからなります。上皮内がんを含めた子宮頸がんの
発生率は、50 歳以上の中高年層ではこの 20 年間で順調に減っ
てきていますが、逆に 20 歳から 29 歳では急激に増加してい
ます。これは、子宮頸がんはヒトパピローマウイルス（HPV）
の感染が関与しており、高齢になるほど多くなるほかのがんと
違って、性活動が活発な若い年代で感染の機会がふえているた
めと考えられます。

リュウキュウアカショウビン

文献：国立がん研究センター　がん情報サービス
https://ganjoho.jp/public/pre_scr/screening/uterine_cancer.html

場所はこれまで通りです。今後とも
よろしくお願いします。

ふるさと納税返礼品をはじめ、
多くのご注文をありがとうござ
いました！

　あまみ農協大和事業所の廃止に伴い、肥料等の販売があまみ農協から合
同会社ひらとみに変更となりました。肥料や農薬は従来通り販売いたしま
すが、現金のみのお取り扱いとなっております。

　スタートしたばかりで不慣れなこともあり、何かとご不便をお掛けする
かと思いますが、温かい目で応援して頂けると有難いです。何卒よろしく
お願い申し上げます。（店舗販売担当：下野波月　0997-57-2600）

昔は神
かんどり

鳥と呼ばれていたそうです。
9 月頃まで奄美で過ごします。

リュウキュウアブラゼミ

大型のセミで羽が赤褐色。ジリジリ
ジリと鳴きます。
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私
た
ち
の
社
会
に
は
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
、
女
性
、

子
ど
も
、
高
齢
者
等
へ
の
差
別
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

の
悪
質
な
書
き
込
み
な
ど
様
々
な
人
権
問
題
が
、
依
然
と

し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
最
近
で
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
の
性
的
少
数
者

へ
の
偏
見
や
差
別
も
顕
在
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
人
権
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
偏
見
や
差
別

の
な
い
社
会
の
実
現
に
向
け
て
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
も
身
近
な
こ
と
か
ら
人
権
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

■
問
合
せ
先　

県
庁
人
権
同
和
対
策
課

　

電
話 

０
９
９
（
２
８
６
）
２
５
７
４

8
月
は
人
権
同
和
問
題
啓
発
強
化
月
間
で
す

大
和
村
元
気
度
ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
事
業

　

大
和
村
で
は
、
40
歳
以
上
で
一
定
の
条
件
を
満
た
し
て

い
る
方
を
対
象
に
ポ
イ
ン
ト
券
を
発
行
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
31
年
4
月
か
ら
ポ
イ
ン
ト
券
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る

加
盟
店
が
増
え
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　

湯
湾
釜
【
南
海
日
日
新
聞　

大
和
販
売
所
】

■
問
合
せ
先　

大
和
村
保
健
福
祉
課　

里
・
田
中

　

電
話 

０
９
９
７
（
５
７
）
２
２
１
８

相
続
手
続
き
を
応
援
し
ま
す
！

平
成
29
年
5
月
29
日
か
ら
、
全
国
の
法
務
局
で
「
法
廷
相

続
情
報
証
明
制
度
」
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、

法
定
相
続
人
が
誰
で
あ
る
の
か
を
登
記
官
が
証
明
す
る
制

度
で
す
。

　

相
続
手
続
き
で
は
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
の
戸

籍
謄
本
等
の
束
を
、
相
続
手
続
き
で
取
り
扱
う
各
種
窓
口

に
何
度
も
出
し
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

法
廷
相
続
情
報
証
明
制
度
は
、
登
記
所
（
法
務
局
）
に

戸
籍
謄
本
等
の
束
と
相
続
関
係
を
一
覧
に
表
し
た
図
（
法

廷
相
続
情
報
一
覧
図
）
を
提
出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
登

記
官
が
そ
の
一
覧
図
に
認
証
文
を
付
し
た
写
し
を「
無
料
」

で
必
要
な
通
数
を
交
付
す
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
法
定
相
続
情
報
一
覧
図
の
写
し
を
ご
利
用
い
た
だ

く
こ
と
で
、
相
続
に
関
す
る
各
種
手
続
き
に
戸
籍
謄
本
等

の
束
を
何
度
も
出
し
直
す
必
要
が
な
く
な
り
、
預
貯
金
の

払
い
戻
し
等
、
各
種
相
続
手
続
き
に
か
か
る
負
担
が
少
な

く
な
り
ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。
制
度
の
詳
細
は
、

法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
合
わ
せ
先　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
不
動
産
登
記
部
門

　

電
話
０
９
９
（
２
５
９
）
０
６
８
２

　

大
和
村
で
は
、
今
年
10
月
に
消
費
税
が
10
％
へ
引
き
上

げ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
低
所
得
者
・
子
育
て
世
帯
の
消
費

に
与
え
る
影
響
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
村
内
に
お
け
る

消
費
を
喚
起
・
下
支
え
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
国
の
施

策
と
し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
販
売
い
た
し
ま
す
。

■
購
入
対
象
者

・
２
０
１
９
年
度
分
の
住
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ

て
い
な
い
方
。（
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
方
・
生
活
保
護
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
除

き
ま
す
。）

・
２
０
１
６
年
4
月
2
日
～
２
０
１
９
年
9
月
30
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
子
が
い
る
世
帯

■
購
入
限
度
額

・
住
民
税
非
課
税
の
方
：
お
ひ
と
り
に
つ
き
、
最
大

２
万
５
千
円
の
商
品
券
を
２
万
円
で
購
入
で
き
ま
す
。

・
子
育
て
世
帯
主
：
対
象
と
な
る
お
子
さ
ま
お
ひ
と
り
に

つ
き
、
最
大
２
万
５
千
円
の
商
品
券
を
２
万
円
で
購
入
で

き
ま
す
。

　

対
象
者
の
方
に
は
個
別
に
案
内
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先　

大
和
村
企
画
観
光
課

　

電
話 

０
９
９
７
（
５
７
）
２
１
１
７

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
販
売
し
ま
す

離
島
航
空
割
引
カ
ー
ド
対
象
者
拡
充
に
つ
い
て

　

現
在
、
奄
美
群
島
の
住
民
の
方
が
利
用
す
る
事
が
で
き

る
離
島
航
空
割
引
カ
ー
ド
に
つ
い
て
、
対
象
者
が
拡
大
さ

れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
詳

し
く
は
住
民
税
務
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

新たに対象となる方
奄美群島外の学校等に在学し、村内に住所を有しないもので奄
美群島の住民に扶養されている者。※学生のみ対象

対象となる路線
（空路・海路）

鹿児島―奄美群島各島のみ。
「羽田―奄美大島」など直行便は対象外

申請に必要なもの

※保険証（お子さんの
もの）・在学証明書等
はコピーでも可。写
真は各自でご用意く
ださい。

写真（縦３cm 横２. ５cm。６ヶ月以内に撮影されたもの）
扶養状況が確認できるもの（健康保険証等）
在学状況が確認できるもの（在学証明書等。発行日から３ヵ月
以内のもの）

割引が開始となる日
令和元年７月１９日（金）の搭乗分から有効となります。
カードの申請については役場にて受付開始しております。

■
問
合
わ
せ
先　

大
和
村
役
場　

住
民
税
務
課

　

電
話
０
９
９
７
（
５
７
）
２
１
２
７

認
知
症
を
理
解
し
一
緒
に
歩
む
県
民
週
間
講
演
会

　

本
県
で
は
、
認
知
症
に
か
か
る
普
及
啓
発
等
の
取
組
を

実
施
し
、
県
民
一
人
ひ
と
り
の
認
知
症
に
対
す
る
正
し
い

知
識
や
認
知
症
高
齢
者
等
に
や
さ
し
い
地
域
作
り
の
た
め

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
住
民
を
対
象
に
講
演
会
等

の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。

【
日
時
】
令
和
元
年
9
月
20
日
（
金
）

　
　
　
　

12
時
30
分
～
16
時

【
場
所
】
奄
美
文
化
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】①
講
話　

つ
な
が
れ
ば
希
望
が
見
え
て
く
る（
仮
）

　
　
　

②
認
知
症
カ
フ
ェ
体
験
コ
ー
ナ
ー

　
　
　

③
脳
年
齢
チ
ェ
ッ
ク
等

【
対
象
】
一
般
住
民
（
約
3
０
０
人
）

■
問
合
せ
先　

名
瀬
保
健
所
健
康
企
画
課
健
康
増
進
係

　

電
話 

０
９
９
７
（
５
２
）
５
４
１
１

運転にはゆとりを、生きものたちには思いやりを。

8～ 9月はアマミノクロウサギ交通事故防止キャンペーン期間です！

希少種の違法採集防止のための林内パトロールも強化しています。

　アマミノクロウサギは、世界中で奄美大島と徳之島の森だけに生息し
ている、とても希少な動物です。しかし、毎年多くの個体が交通事故で
死亡しているという悲しい現実もあります。ゆとりのある運転を心がけ、
生きものたちを思いやりましょう。 

　・大和村には、アマミノクロウサギが多く生息しています。
　・毎年 9 ～ 12 月頃に事故発生数が増加します。
　・林道ではアマミノクロウサギが飛び出してきても、
　　すぐに止まれる速度で運転をしましょう。
　・アマミノクロウサギは県道・国道上にも出現することも。
　　要注意道路では、実際に事故が発生しています。夜間は特に注意を。

　※ケガをしている、死んでいるアマミノクロウサギを発見したら、　　
　　下記までご連絡をお願いします。

　　《環境省奄美野生生物保護センター ℡：55-8620》

　大和村の多くは国立公園として指定されており、
特別保護地区内では、すべての動植物の捕獲・採
取等が禁止されています。特別地域内では昆虫採
集のためのトラップなどを設置する場合は事前に
許可申請が必要になりますのでご注意ください。

　また、国立公園区域の内外に関わらず、右の法
律と条令で指定されている希少種や天然記念物（右
QR コードを参照）を許可なく捕獲・採取等するこ
とは禁止されていますのでご注意ください。

　現在、希少種の違法な採集行為が相次いでおり、
林内のパトロールを強化しています。奄美大島に
生息・生育する希少な動植物を守るため、ご理解
とご協力をお願い致します。

・絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律
・鹿児島県希少野生動植物の保護に関する条例
・奄美大島 5 市町村希少野生動植物の保護に関する条例
・文化財保護法
・鹿児島県文化財保護条例　

☆規制されている動植物の種類を、QR コードにアクセスして
　調べてみましょう。
①法律や鹿児島県の条例で捕獲・採取等が禁止されている動植物
②奄美大島 5 市町村の条例で捕獲・採取等が禁止されている動植物

② 5 市町村①鹿児島県
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伊集院村長による連載のコーナーです。

写真と共に村長の活動を
報告いたします。

満
１
歳
お
め
で
と
う

島島
のの

父 吾大さん　母 梓さん　（大和浜）

保護者からのコメント

　「笑顔の絶えない子に育ってね」

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

溜
畑 
杏あ
ん
な奈
さ
ん

（
父 

吾
大  
母 
梓
・
大
和
浜
）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

内
田 

ミ
ツ
ヱ
様
（
79
歳
・
大
棚
）

ふ
る
さ
と
納
税

    

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

奥
田 

雅
彦 

様
（
滋
賀
県
）

藤
本 

勝 

様
（
神
奈
川
県
）

二
村 

浩
史 

様
（
埼
玉
県
）

植
田 

明
浩 

様
（
東
京
都
）

玉
城 

政
和 

様
（
三
重
県
）

梶
原 

武 

様
（
東
京
都
）

広
報
誌
送
付
謝
礼

    

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

森 

節
子 

様
（
岡
山
県
）

こせきの窓

人口 1482 人 （△ 17）
男 720 人 （△ 12）
女 762 人 （△   5）
世帯 871 世帯 （　   2）

　6 月 30 日現在
（前年同月比）

表 紙 写 真 の 紹 介
　すももフェスタに来ていた
子ども達と子犬の「ごん」。先
週から飼い始めた新たな家族
とすももフェスタを楽しんで
くれました。子ども達もごん
も、大和村でたくさん遊んで
思い出を作って、元気に育っ
てほしいものです。

ロードキル
ストップ

今年 8 件
アマミノクロウサギ事故件数

クロウサギ
横断中

2019 年 7 月 3 日現在

野生動物の交通事故防止のため、
アマミノクロウサギ輪禍件数を掲載

しています。

大和村長のフォトダイアリー

　あまみエフエムでお届けしている「広報やまとラジオ
便」において、私から村民の皆さまに方言でお伝えする
コーナーができました。幼馴染みの産業振興課長の郁島
君と一緒に島口で、島で育った私たちが経験したことな
どを交えてお伝えできればと思っています。さて、昔か
ら「うーばー」話がありますが、特に津名久集落には名
人とされる人たちがいたことから「うーばー」発祥の地
といわれています。私も血筋にあたりますが、うーばー
は単におおげさな話ではなく、面白おかしく話すことで
周りの雰囲気を和ませてくれるものであると思います。
これからも方言ならではの魅力を通じて、村民の皆さま
に大和村への思いなどを伝えていきたいと思います。　

大和村長　伊集院 幼

「うーばー」 とは？

「頭がスコップほどもある大きい
ハブを捕まえた」、 「台風の後、
大きな牛がクモの巣に引っかか
っていた」 など、 日常生活を
ユーモラスに語る。 他の集落か
ら親しみを込めて 「津名久う
ーばー」 と呼ばれる。

広報やまとラジオ便
リッスントゥーミーひらとみ

月～土曜日　午前9時～
　　　　　  午後 2時半～

絶賛放送中 !

不明・その他　23 件
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発行・編集 大和村役場企画観光課 
〒 894-3192 鹿児島県大島郡大和村大和浜 100 番地
TEL 0997-57-2111　FAX 0997-57-2161
mail :k ikaku@vil l .yamato. lg. jp
http://www.vi l l .yamato. lg. jp

←バーコード読み取り機能付き携帯電話をご利用
の方はここから大和村ホームページへ簡単にアク
セスできます。それ以外の方は直接 URL を入力し
てアクセスしてください。

（http://www.vill.yamato.lg.jp）

ひ
ら
と
み
祭
り

大和村

令
和
元
年

　  
月 

　 日
日

８

25

17:30～10:00～　

舟こぎ競技 

思勝港湾 ステージ

問合せ先 
ひらとみ祭り実行委員会
（大和村連合青年団） 

（0997)57-2111 大和村役場内

会場：思勝港湾緑地広場
　　　    （大和村思勝 19）

日
本
製
糖
の
祖 

直
川
智
を
祀
る

ひ
ら
と
み
神
社
の
も
と
で

エラブチ剛 

その他、
子ども神輿
ヒーローショー
キッズダンス
阿波踊り
ベリーダンス
抽選会
など

20:30 頃～花 火

花火大会

さらに詳細はこちら
＠hiratomifestivalをフォロー


